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地域住民に支えられ「下川沿地区文化祭」終了 

 

10月に開催した「下川沿地区文化祭」。今回

は２日間の日程で開催したところ、おかげ様で、

延べ250名（出演者含む）の皆様に御来場して

いただき感謝申し上げます。 

「地域の伝統と文化の継承」をモットーに開

催いたしましたが、下川沿中生徒による「川口

獅子踊り」での生徒の熱い思いの演技や完成度

の高さに、来場者は多くの感動を与えていただ

きました。江戸時代以来、地域に伝承されてき

た「川口獅子踊り」は下中若人に着実に継承さ

れていることを実感する場となりました。加え

て、川口小５・６年生による学習発表では、地域

のために尽力した偉人「小林重右衛門」に着目

した構成劇をご披露していただき、農業振興に

功績のあった地元の偉人について学習する機会

を得ることが出来ました。川口小児童及び先生

に感謝いたします。 

地域で支援が必要な方に身近でお手伝いをす

ることができる人材の養成を目的に、つぎのとお

り「さわやかサポータ養成研修会」を開催します。 

【日 時】12月 18日（水） 

13：00～16：20 

※認知症サポータ講座を受講済の方は 14：00 まで 

【場 所】下川沿公民館 

【主 催】大館市社会福祉協議会 

【参加申込】12月 11日（水）までに 

社会福祉協議会 ☎ 42－8101 

または、下川沿公民館 ☎ 49－0271 

※この研修を受講した団体が支え合い活動を実施する

と、市から助成金の交付を受けることが出来ます。ぜひ 

町内で誘い合って受講してみませんか。 

 

２５０名の来場者 地域の伝統 文化 人物伝を語り継ぐ 

 今後の公民館活動推進にあたり「地域の伝統と文

化」及び「地域の絆」を意識しながら進めてまいる

所存です。文化祭に御参加・御支援・御協力いただ

いた公民館サークルをはじめ地域団体、地域住民の

皆様に感謝申し上げます。（関連記事裏面） 

  

       

『さわやかサポータ養成研修会』とは？ 

近くの住民同士が見守りや声かけ、話し相手な

どの活動を行ったり、「お互い様」の気持ちで生

活上の大変なところ（ゴミ出し、買い物など）を

助け合えるように、必要な知識や注意事項を学ん

でいただく研修会です。誰もが住み慣れた地域で

いつまでも暮らし続けられることを学んでいた

だく研修会です。この研修会を受講された方に

は、市から登録証が交付されます。 

「スカットボール交流会」を開催 

今月のロイヤル学級は、「スカットボールを通

じて笑いと健康を」と題して開催いたします。

高齢者に人気のニュースポーツで、「ボールをス

テックで打って得点穴に入れるゲーム」です。

覚えやすく楽しいスポーツです。是非、ご参加

ください。交流試合を行います。（賞品あり） 

日 時：12月 18日（水） 

13：00から15：30 

場 所：下川沿公民館 

持ち物：ズック 

申 込：12月 16日（月）まで公民館へ 

☎ 49－0271 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

躍動感あふれる「下川沿保育

所園児」による遊戯です。個性

ある様々な動きが素晴らしいで

す。元気に踊る姿に観客から大

声援でした。将来は君たちにお

任せします。 

がんばれ 下川沿っ子！ 

川口小５・6年生による学習発表。地元川口

の偉人「小林重右衛門」とそれを支えた農民の

感動秘話を見事に演じきってくれました。シナ

リオよし。演技力よし。小道具よし。劇団「新

道山」の皆さまでした。川口の郷土史の一端を

ご紹介いただき感謝です。初めて知りました。 

日々進化している下中

生徒による「川口獅子踊

り」。力強い太鼓と澄み

渡る笛の音に合わせて、

獅子踊りを披露していた

だきました。この踊り

が、地区住民に生きる力

を与えてくれます。 

ありがとう下中若人！ 

川口小の児童と一緒に「翼

をください」を熱唱している

「コーラスアイビー」の皆さ

ん。美声が会場の隅々までに

いきわたり、来場者の皆様は

感動。割れんばかりの拍手を

いただきました。 

「津軽平野」を演奏中の「大正

琴白百合サークル」の皆さん。大

正琴の美しい音色が郷愁を誘いま

す。幼かった頃のふるさとの風景

や楽しかった思い出や苦い思い出

がよみがえります。 

玄関で来場者を迎えてく

れた「ダリア」の大輪。 


